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平成２８年度 東京司法書士会 消費者問題公開セミナー 企画書 

 

東京司法書士会 

１．テーマ 

＜「インターネットの光と影～ネット社会を生き抜くために～」＞ 
 

２．趣旨 

東京司法書士会は、例年、広く一般市民の方を対象とした『公開セミナー』や『シンポジウム』を

開催して、消費者被害の未然防止・拡大防止を図り消費者問題について考える場を設けてきました。 

現在、消費者問題は、時代と共に変化しており、急速に普及したインターネット上の問題は、「ネッ

ト詐欺」「ネットいじめ」「リベンジポルノ」「デジタルタトゥー」等の新しい造語が次から次に生まれ

ることからもわかるとおり、特に深刻であり、人権上の問題も数多く含んでいます。 

とはいえ、インターネットは今や我々の生活において欠かせない存在であることは間違いなく、我々

自身が上手にインターネットを使いこなすことが、様々な問題の克服にもつながるものと考えます。 

当会としては、司法書士が簡易裁判所の代理権を有することから、インターネットトラブルの解決

についても国民からの期待に応える責務があるものと考え、また当会へ寄せられる相談にもインター

ネットに起因するトラブルが少なくない現状から、本公開セミナーを企画する次第です。 

そこで、本年度は、テーマを「インターネットの光と影」と題して、報告・講義・講演の３部立て

により、上手なインターネットとの付き合い方を学び、ひいては悪質なインターネットの利用撲滅の

ため、また司法書士のインターネットトラブル解決の取組強化のため、本公開セミナーを開催いたし

ます。 

 

３．開催日程等 

日程：平成２９年２月１９日（日） 

場所：司法書士会館地下１階「日司連ホール」 

東京都新宿区本塩町９番地３ 

開場・受付開始１３：００／開会１３：３０／閉会１６：３０ 

 

４．内容（予定） 

－１ 報告：『最近の相談事例と東京都の取り組み』45分 13:35～14:20 

講師：東京都消費生活総合センター 相談課長 浅倉 美文 氏 
※この１年間で多かった相談・特徴的であった相談の概要とともに東京都独自の取り組み等をご紹介い

ただき、インターネットトラブルを含む消費者被害の実態と地方消費者行政による対策を理解したいと

考えます。 
 

 ＜休憩＞１０分 
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－２ 講義：『ネット社会で必要な法律知識』45分 14:30～15:15 

講師：東京司法書士会 消費者問題対策委員会委員 
※ネット社会において最低限身に付けておきたい法律知識を体系的にわかりやすく解説します。 
 

  ＜休憩＞１０分 

 

－３ 講演：『インターネットに関連する諸課題への対応』60分 15:25～16:25 

 講師：一般社団法人セーファーインターネット協会 専務理事 吉田 奨 氏 

※インターネットのあらゆる問題について、民間活動として最先端で取り組んでいる吉田氏をお招きし

て、インターネットとの上手な付き合い方を始め、違法情報・有害情報の通報の仕方等を具体的にお話

しいただき、老若男女が安心して暮らせるネット社会の実現を考える機会とします。 

 

５．参加方法 

参加費無料・来場者は当日自由参加（事前申込なし） 
 

６．対象 

広く一般市民、司法書士 
 

７．主催 

東京司法書士会 
 

８．後援 

消費者庁、東京都、新宿区、独立行政法人国民生活センター、日本司法書士会連合会 

 


